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1 ．緒言

　高真 空 中や 高純 度 の ア ル ゴ ソ ガ ス 雰囲 気 中で 材 料 の 表 面 を 活性 化 すれ ば 、 強 度 や

種 類 に よ ら ず に 常温 付近 で 低 入 熱 、 低 変形 で 同 種 、 異種 材料 の 接 合 が 可 能 とな る 。

い わ ゆ る常 温接 合 で あ る 。 本 手 法 は 表 面 活 性 化 が 非 常 に 重 要 な 接 合 因 子 と な る 。 本

報 で は 、 本手 法 を用 い た 大 形 試験 片 の 接 合 を 目的 と し て 、 局部 真空 中 で 摩 擦 に よ る

表 面活 性化 を 用 い た 結 果 に つ い て 報 告す る 。

2 ．実 験

2 ．1　 実験 方 法

　 高真 空 中 で 表 面 を 活 性 化 す れ ば 、 酸 素 の 吸 着時 間 が 長 く ts り 、 活 性 な 面 の 保 持

が で き る 。Fig ．1 に 活 性 面 に 酸 素 の 単 原子 層 が 形 成 さ れ る 時 間 を示 す 。 清 浄面 の 露

出時間 を 1 秒 以 ドに す れ ば 、 103Pa の 真空度 で も活性 な 面 の 接合 が 叮能 と な る 。

つ ま り 、 接 合界面付近 だ け を 局部 的 に 真空 状態 に す れ ば接 合 が で き る 。 そ こ で 、 摩

擦圧 接接 合装 置 （500000N 、 1500rpm ） に Fig ．2 の 局部 真空 チ ャ ソ バ

ー
を 取 り付 け 、 真牢 中 で 表 面 を活 性 化 し て 接 合 を行 っ た 。

2 ．2　 供試 材料

　 供試 材 料 と し て 、   鉄 鋼 材 料 （SS400 、 SA533 ） 、   Ti 、   SUS

304 を用 い た 。 こ れ らの 材 料 を φ 35 × 30 に 機 械 加 工 し 、 ア セ ト ン で 洗 浄 した

の ち接 合実 験 を 行 っ た 。

3 ．実験 結 果 及び考 察

3 ．1　 摩擦 時 間 と 接合性 の 関 係

　 鉄 鋼 材 料 （SA533 ） の 摩 擦 時間 と接 合 性 の 結果 をFig ．3 に 示 す 。 φ 35mm

の 試験 片 を 局部 真空 中 で Tl ＝ 0．8秒 の 摩擦 を 与 え て 表面 を活 性化 す れ ば 、
バ リ を発

生 す る こ と な く接 合 で き た 。 しか し 、 摩 擦時 間 が 0 ．5秒 で は 未接 合部 が 認 め られ た 。

T ，
＝O．8秒 の 接 合部 の 断 面 を Fig。4 に 示 す 。 接 合 界 面 に は 約 1mm の 熱 影 響 部 と 、

そ の 両 側 に 塑 性 流動 層 が認 め ら れ 、 熱影 響 部 は Fig．3 に 示 す よ う に 摩擦 時 間 に 比 例

して 増 加 して い る 。

3 ．2　 接合 雰 囲 気 の 影 響

　 接 合 雰 囲 気 の 影 響 を Fig ．5 に 示 す 。 真 空 中 で は 摩 擦 時 間 T 、
＝＝1 秒 以 ドで SS4

00 の 接 合 が 可 能 に な っ た が 、 空 気 中 で は わ ず か に 焼 き 付 き が 生 じ た だ け で 接 合 に

至 らな か っ た 。 真 空 中 で は 摩 擦係 数 が 空 気 中 に 比 べ て 大 き くな る の で 、 短時 間 の 摩

溶接 学 会 全国 大会 講 演概 要　第51集 （
’
92−IO）

一328一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japan Welding Society

NII-Electronic Library Service

Japan 　Welding 　Sooiety

擦 で 表面 全体 が 接 合 で き る 。 しか し 、 空 気中 で は 酸 化 皮 膜 を接 合 界 面 か ら押 し出す

た め に 長時間 の 回 転摩 擦が 必 要 と な り 、 発 熱量 や 変形量 が 大 き くな る 。

3 ．3　 接 合継 手 の シ ャ ル ピ ー衝 撃 試験

　接 合継 手 の 性能 を評 価す る た め に 鉄 鋼材 料 （SA533 ） に つ い て シ ャ ル ピ ー
衝

撃 試験 を 行 っ た 。 試 験 片 は Fig ．6 に 示 す 形状 と し 、 接 合界 面 か ら 5mm の と こ ろ に

ノ ッ チ を 入 れ た 。 破 断 は 接 合 界面 か ら で は な く ノ ッ チ 部 か ら生 じ 、 母 材 と同 等 の 衝

撃 値 が 得 られ た 。 本 接 合 プ ロ セ ス に よ る母 材 に 及 ぼ す 影 響 範 囲 の 狭 い こ と が 確認 で

きた ，

3 ．4　 異種 材 料の 接合

　 Ti − SUS304 に つ い て 、 T1 ・＝ 1 秒 、 P ，
； 16MPa で 局 部 真空 中 の 摩 擦

に よ る 活性 化 を 行 う と 、
バ リ を 出す こ と な く接 合が 可 能 と な っ た 。

1 ）著者 ら ： 溶 接 学 会 講 演概 要 集 、 No ，47 （1991 ） 、 336 − 337
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